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い。本研究では，定植 1 年目と 2 年目のエリアンサスを異なる時期に刈取り，前処理を行ってから通風乾燥
機にかけ，含水率の推移を調査した。その結果，12 月から 3 月にかけては刈取り時期が遅いほど含水率が
低く，植物体の表面を損傷させる前処理を行うと乾燥が速やかに進み，含水率 15％に低下する時間が短い
ことが明らかとなった。以上の結果から，エリアンサスを原料としてエネルギー利用するためのシステムを
最適化するためには，植物体が立枯れした 2～3 月に刈取り，植物体の表面に傷をつけてから 80℃で 30～46
時間程度乾燥させることが望ましいと考えられる。
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た圃場に，2014 年 6 月 13 日と 2015 年 5 月 26 日，条間 1 m













2015 年 12 月～2016 年 3 月に刈取って乾燥実験（定植 2 年
目の材料）を行った。また，2015 年に苗を定植した群落は，




　定植 1 年目の材料と 2 年目の材料は，2015 年 12 月 19
日（定植 2 年目：植付け後 554 日），2016 年 1 月 9 日（同
2 年目：575 日，同 1 年目：250 日），2 月 13 日（同 2 年目：
610 日，同 1 年目：285 日），3 月 9 日（同 2 年目：635 日，
同 1 年目：310 日）に（風乾区は，それぞれ 6 日前に）刈
取りを行った。
　材料は，それぞれ 3，4 株を地表から約 30 cm の高さで
刈取り，定植 1 年目の材料については長さ 30 cm に裁断し
て，また定植 2 年目の材料については，以下の 4 種類の前
処理を行い，それぞれ段ボール箱に入れて，80℃に設定し
た通風乾燥機（藤原製作所製 VC-100，ヤマト科学製 DK-83
および DK-600T の 3 機を使用）で処理した。この場合，
通風乾燥機の容量に対して段ボール箱（外寸：幅 535×奥





せ固定した。乾燥開始後 96 時間までは 1 時間ごとに，そ
れ以降は 2 時間ごとに重量を測定し，含水率（湿量基準）
を算出した。前処理として，①30 cm に裁断した区（30 cm
区），②チョッパーで 2～3 cm（12 月のみ 15 cm）に処理




図 1　定植 1 年目のエリアンサスを異なる時期に収穫して
乾燥させた場合の含水率の推移
図 3　定植 2 年目のエリアンサスを 1 月に収穫し異なる前処理
をして乾燥させた場合の含水率の推移







り，1 月≒3 月＞2 月であった（3 月 6～9 日に合計 71.5 mm
の降雨があった後，雨の中で刈り取った）。いずれの時期
も，乾燥とともに含水率は低下したが，1 月と 2 月は含水
率の低下は緩やかで，3 月は急速であった（図 1）。定植 1
年目の材料は，刈取り時期が遅いほど乾燥が早く進み，含
水率がプラント搬入時に必要な 15% まで低下するのに必
要な時間は，1 月は 11 時間 50 分，2 月は 7 時間 40 分，3


















おける含水率が低下した。ただし，2016 年 3 月には刈取り
時期における含水率が高かったが，収穫当日に約 70 mm






























の含水率は低下したが，2 月および 3 月は含水率自体が低
く，大きな差はなかった。したがって，定植 2 年目のエリ
アンサスも立枯れした 2～3 月に刈取り，乾燥させるのが
図 4　定植 2 年目のエリアンサスを異なる時期に刈取り乾燥させた場合の前処理区別の含水率 15％到達時間
59エネルギー作物エリアンサスの乾燥処理のための刈取り時期と前処理の好適な組合せの検討
望ましいといえる。なお，定植 2 年目の材料を 80℃で乾燥

























　定植 1 年目に比較して 2 年目の材料で含水率が 15％に
達する時間が非常に長くなったことは，茎の構造が関係し
ている可能性が考えられる。すなわち，エリアンサスの群

































































































focus of attention  in  the world and also  in  Japan especially after  the Great East  Japan Earthquake.  
Bioenergy has been required to be derived  from cellulosic raw material  to avoid possible competition 
with  food production.   We have been  focusing on Erianthus  (Saccharum spp)., a perennial C4 grass, as 
cellulosic raw material for bioenergy, because it shows high yield performance as well as high tolerance 
to environmental stresses  including poor soil conditions.   To make pellets  from Erianthus biomass,  its 
water content has  to be 15% or  less with  less energy  for drying  from the viewpoint of Life Cycle 






were also examined.   As a result, only  injury of biomass showed significant effects on drying.   When 
harvesting in February through March was followed by injury pretreatment, it took around 30～46 hours 
at 80 degrees to attain 15% water content, which is the recommendation from the viewpoint of energy 
utilization in the system.
Key words：Erianthus, Saccharum arundinaceus, harvest time, drying, water content
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